
枚
方
大
橋
↓
太
間
公
園
・淀
川
新
橋
↓
鳥
飼
大
橋
↓
豊
里
大
橋

０

コ
ー
ス
ガ

イ
ド

枚
万
人
橋
か
ら
■
■
大
橋

に
か
け
て

は
、
ど
ち
ら
の
岸
も
堤
防
沿

い
に
進
め
る
「

半
川
で
，早
調
で
は
あ
る
が
、
広
ルー
）し
た

視
界
の
先
に
、
今
か
ら
歩

い
て
い
く
道
が

す

っ
と
兇
渡
せ
る
の
が
一曲
一Ｈ
い
）
■
手
を

ド
ー，
た
と
こ
ろ
に
も
道
が
あ
り
、
休
日
と

も
な
れ
ば
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
て

い
る
人
た
ち
を
近
く
で
見
な
が
ら
歩
く
こ

レ
）ｌｂ
ｆ
キヽヽ
」ツ０

ど
ち
ら
の
道
も
木
陰
が
ま

っ
た
く
な
い

の
で
材
い
日
に
は
注
意
が
必
安
だ
．
対
岸

へ
は
、
鳥
飼
仁
和
寺
人
橋
は
歩

い
て
渡
れ

な
い
が
，
そ
れ
以
外
の
橋
は
歩
通
が
整
備

さ
れ
て
い
て
歩
き
や
す

い

●
周
辺
ガ
イ

ド

光
善
寺

浄
■
，」
↑一ボ
の

運
如
Ｌ
人
が
室

町
時
代
に
建
立

し
、
布
教
活
動

の
中
心
地
と
し

た
。
府
指
定
天

然

記
念

物

の

「
さ

い
か
ち
の

卜
一
が
あ
る
．
蓮
如
Ｌ
人
が
布
教
の
途
中

で
腰
を
か
け
た
と
言
わ
れ
る
「腰
か
け
石
」

は
、
■
か
ら
３
分
ほ
ど
の
と
こ
ろ
¨

大
阪
府
立
淡
水
魚
試
験
場

民

小
コ
ー
十
１
で
は
、
ア
ユ
モ
ド
キ
や

人
然

――１１
を
物
の
イ
ク
セ
ン
バ
ラ
な
ど
、
府

下
に
生
息
す
る
淡
水
魚
介
類
約
５０
種
が
観

察
で
き
る
し
ま
た
、
淡
水
魚
の
生
態
、
分

布
、
生
息
環
境
及
び
飼
育
法
な
ど
に
つ
い

て
も
学
べ
る
）
１０
時

ヽ
１６
時
３０
分
、
ｔ

曜

・
日
曜

ヽ
祝
日
休
、
無
料
「
８
０
７

人
間
天
満
宮

境
内
に
は
、
寝
屋
川
市
が
指
一定
し
た
保

存
樹
の
ク
ス

一樹
齢
約
２
０
０
年
）
と
エ

ノ
キ

一樹
齢
約
２
５
０
年
一
が
あ
る
υ
境

茨
＝
堤

そ
の
昔
淀
川
存
一三
流
に
分
け
、
そ
の
問

に
農
地
を
確
保
し
た
と
こ
ろ
で
、
『日
本

■
日紀
』
に
築
造
が
仁
徳
天
皇
Ｈ
年
と
書
か

れ
て
お
り
、
日
本
最
初
の
河
川
堤
と
推
〓祭

さ
れ
て

い
る

．

一。――
佐

Ｈ
記
」

に
も
、
「
わ
だ

の
油
り
の
分
れ

の
所
」
と
し
て

記
述
さ
れ
て
い

一一一　　　　一一一一一一一一一・　　　　　　　　．
千
本
つ
き
の
碑

淀
川
は
た
び
た
び
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、

そ
の
度
に
周
辺
に
住
む
農
民
た
ち
は
堤
防

――
事
を
手
伝

っ
た
。
男
性
は
ト
ロ
ッ
コ
押

し
、
女
性
は
千
本

つ
き
と
い
う
作
業
を
受

け
持

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
し
千
本

つ
き

と
は
、
杵

で
地
田
め
を
す
る
仕
事

で
、

「
千
本

つ
き
に

は
調
子
が
ぃ
で
」

ワ０
、　
ＩＴＩた
レ
ン
＋
Ｊレ
）

Ｈ

一́一拍
ヤ■
」
と

唄
い
な
が
ら
行

わ

れ

た

と

い

ヽ^「′．）
来
迎
寺

正
面
本
堂
前
に
あ
る
松
は
、
途
中
か
ら

幹
が
水
平
に
３
本
伸
び
、
左
右
に
大
き
く

枝
を
広
げ
て
い
る
珍
し
い
も
の
で
、
守
口

市
の
保
存
樹
木
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
十
二
重
石
塔
は
鎌
倉
時
代
の
も
の
で

大
阪
府
指
定
有

形
文
化
財
、
絹

本
著
色
八
幡
曼

茶
羅
図
は
絹
地

に
彩
色
で
男
山

八
幡
宮
の
七
社

の
神
像
を
描
い

た
作
品
で
国
の

1勾

「 |
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と
さ
れ
て
い
る
　
［＝
段
の
』装
に
は
、
仕
公

か
自
ら
を
供
―
て́
―――
画
像
を
描
い
た
と
言

わ
れ
る

一‐膏
去
，水
■
の
池
」
が
あ
り
、
池

の
は
生
―，
に
は
、
に
′
謝
燕
村
の
句
一碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
　
ま
た
、
境
内

の
社
は

「人
阪
み
ど
り
の
百
選
」
に
選
ば
れ
て
い

ソ一
　
境
内
日
山

正
覚
寺

人
口
そ
ば
の

「
一
石
卜
三
仏
」
は
慶
長

踊
年
の
銘
¨
本
■
の
有
手
裏
側
に
回
る
と

お
■
が
あ
り

「び
ん
ず
る
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
木
が
，――し
ら
れ
て
い
る
Ｌ
昔
、
淀

川
が
洪
水
に
な

っ
た
と
き
流
本
が
流
れ
て

き
て
、
務
に
し
よ
う
と
し
た
が
な
か
な
か

燃
え
ず
、
斧
で
割
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
そ

の
本
か
手
を
―‐
に
挙
げ
て
叫
ん
だ
の
で
、

一専
段
と
し
て
祀

つ
た
と

……
わ
れ
て
い
る
リ

大
塩
書
院

も
と
も
と
は
日
■
家
の
隠
居
所

）
人
塩

十
人
郎
は
、
白
井
家
よ
り
経
済
的
な
援
助

な
ど
を
受
け
て
い
た
。
特
に
人
塩
平
八
郎

の
乱
の
前
年
あ
た
―サ
か
ら
、
頻
繁
に
出
入

談
な
ど
を
し
て

い
か
す
ヽ
も
／
７
え

ら
れ

て

い
る

「

現
在
も
居
住
さ

れ
て
い
る
の
で
、

見
学
の
時
は
注
意
が
必
要
．

光
明
寺

ぶ
０
６
年
、
空
海
の
開
基
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
占
■
｝
本
尊
の
卜
　
面
観
音
立
像

は
国
の
重
要
文
化
財
で
、
１０
陛
紀
、
藤
原

氏
治
世
の
時
の
彫
像
．

江
戸
時
代
の
東
海
道
は
江
戸
か
ら
人
坂

ま
で
，
卜
し
次
あ

っ
た
と
さ
れ
、
そ
の
中

の

一
番
人
坂
寄
―サ
の
宿
が
守
日
に
あ

っ

た

、
難
宗
■
の
そ
ば
に
あ
る
道
標
に
は

「東
海
道

守
Ｈ
　
有

人
坂
　
左

京
」
と

苦
か
れ
て
い
る
」

難
宗
寺

蓮
如
上
人
が
、
文
明
９
年

（１
４
７
７
）

に
創
立
し
た
守
＝
御
坊
が
始
ま
り
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
）
境
内
に
は
、
大
阪
府
天
然

記
念
物
指
定
の
樹
齢
約
５
０
０
年
、
高
さ

約
５

ｎｌ
の
人
イ
チ
ヨ
ウ
が
あ
る
．

文
禄
堤

文
株
３
年

一１
５
９
４
一
に
伏
見
城
を

築
い
た
豊
臣
秀
古
が
、
京
と
大
坂
を
結
ぶ

最
短
経
路
と
し
て
整
備
さ
せ
た
も
の
で
、

京
街
道

（ま
た

は
人
坂
街
道
）
、

後
に
東
海
道
と

呼
ば
れ
る
よ
う

に
な

っ
た
。
約

２７
ｋ‐――
に
お
よ
ん

で
い
た
と
さ
れ

る
堤
は
、
淀
川

の
氾
濫
な
ど

で
姿
を
消
す
と

こ
ろ
が
多

く
、
山
影
を
偲

ぶ
と
こ
ろ
は
わ
ず
か
し
か

な

い
。

寂
光
寺

仁

安

２
年

（
ｌ
１
６
７
）、

西
行
法
１１１１
が
江

日
の
里
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
の

地
で
遊
女
、
妙

と
歌
――――
答
を
し

た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
歌
――――
答
の
後
、
妙
は
仏
門

に
帰
依
し
庵
を
結
ん
だ
，
そ
の
庵
の
跡
に

建
て
ら
れ
た
の
が
寂
光
上寸
で
、
現
在
で
も

妙
を
し
の
ん
で

「江
日
の
君
堂
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
）

●
乗
番
運

起
点

・
，
１
呆
阪
枚
方
市
駅
よ
り
徒
歩
Ю
分

終
点

¨
大
阪
市
営
地
下
鉄
太
子
橋
今
市
駅

ま
で
徒
歩
８
分

●
問

い
合
わ

せ

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
淀
川
工
事

事
務
所

↑
匹
川
河
川
公
園
の
地
図
）
な
０

７

２

・

８

４

３

・

２

８

６

１

、

枚

方

文

化

観
光
協
会
む
ｏ
７
２
・
８
０
４
・
９
０
３

３
、
高
槻
市
観
光
協
会
な
ｏ
７
２
６

・

７５
・
５
６
７
１
、
寝
屋
川
市
教
育
委
員
会

８
０
７
２

・
８
２
４
・
１
１
８
１
、
守
口

市
生
涯
学
習
課
な
“

・
６
９
９
２
・
１
２

で な |)

i::

藤森神社

鳥養(飼 )牧社の碑

笥
全
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